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J.A.Ro L。
宮 城 県 支 部 報

第 9号
社団法人 日本アマチュア無線連盟

宮 城 県 支 部
昭 和 58年 9月 1日 発 行
発 行 人 佐 賀 俊 博 JH7KOu

アマ衛星打上げ募金に協力を

JARLは しまって以来の人事業である、アマチュア

無線用人工衛星 (JAS-1)の 打上げ計画が去る3月
16日 、郵政省から発表されました。衛星打上げを成

功させるべく、関係者―同真剣に取組んでおります。

(JAS-1)街 星は関係者をはじめ広く皆さま方の協
力により、私たち日本のアマチュア無線家が力を合せ

製作し、宇宙に送りだす予定です。一方、JARLニ ュ
ース7月 号 JAS-1情 報にあるように JAS-1開
発関係者。H-1ロ ケット開発関係者、宇宙開発事業
団関係者の合同インターフェース調整会議が開発され、

本格的に JAS-1開 発の具体的な準備作業へと入っ
てます、諸外国におけるアマチュア衛星の製作は多数

のアマチュア無線家が寄金に協力するなどして成功し

JARL宮城県支部長
JH7KOu佐 賀 俊 博

たように、アマチュア衛星打上げを成功させるには、

会員皆様の協力なくして成・|はありえません。アマチ

ュア無線家一人一人の御理解をいただき、衛星打上げ

募金に協力をお願い中し上げるしだいです。

尚、宮城県支部事業も、各地域クラブ、登録クラブ

の協力のもとに、別明細の通り 57年度事業報告、決

算 ]、 58年度事業計画、 予算案等猛過してまいりま
した。会員皆様の深い術理解と支部事業に一人でも多

く参加下さるようお願い中し上げます。

又、今年度宮城県支部大会、第 2回「′ヽムの集い」

は石巻クラブJA 7 YBI各局の協力のもとに開催いた

します。多数の参 J」お待ち申し上げます。

昭和 57、 58年度宮城県関係及支部役員
役    職 氏   名 住 所
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官城県黒川郡富谷町東向場台 1-18-18
仙台市福室字産興 10-9
仙台市松ケ丘 13-7
官城郡宮城町吉成 2-13-15
白石市大鷹 ,く三沢字久保田 142-6
泉市南光台南 1-21-4
石巻市門脇町 5-7-5
仙台市川内追廻 287
″ 四郎丸落合 35-1あ 11-47
″ 中山 8-9-10
″ 1竜野 2-18-3
泉市高森―丁目1-70
仙台市川内追廻 15

泉市鶴が丘 3-4-6
″ 通町 2-17-5
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石巻アマチュア無線クラブ〔JA7YBI〕

20年 間 の 歩 み

当クラブの社団局 JA7YBIが m局 し、お空に電波
を出したのが昭和 38年 5月 18日 である。

あれから20年 、正に色々な変理を辿り今日に至っ

ている。その主な経過をふりかえってみたい。

きて、石巻アマチュア無線クラブは JA7 YBIが誕

生する以前から存在 していた.OMの 記憶によれば、
昭和 32年、石巻駅前の大もりや食堂で JA7ADを 初
代会長にJA7FC、 JA7HZそ の花数名が出席して、
発会式が行なわれたようである。記録には、昭和 36

年 4月 1日 に石巻アマチュア無線クラブの会則が施行

されたとなっている.従 って当クラブの機関紙 QUA
も、その当時約 2カ 月に 1回 の割合で発行されていた

ようである。事務局にはQUAの 発行を知る資料が何
も残っていないので計しく内容を知ることができず、

困っている。

JA7 YBIの誕生は昭和 38年 5月 18口 |こ JA7 AU

吉村 OMを初へ理事会長兼クラブ会長で発足し、その

年の 5月 24日 に津波のOSO(非常無線通信)訓 練を
行なっている。

また、 JA7YBIは 会員の異動に伴い、会員数も減
少 し、さらには免許切れにより自然廃局を余餞なくさ

れた。

そこで、もう一度再開局しようと
'｀

う声が盛り上り、

JA7AUを再度理学会長に推挙 し、 JA7FC、
JA7DSO、 JA7KE、  JA7 AEK、  JA7AMBイ也
3名で再建を計り、昭和 43年 11月 5日 付で JA7YBI
のコールが再び当クラブに与えられた。

その後 JA7AUが仕事の関係で仙台へ QSYしたの
で昭和 44年 9月 6口 後任にJA7Fcを 理事会長兼ク
ラブ会長に推 し、 9月 26口 付でこの変更申請が許可

になっている。これを機会に会員の親睦と自覚を高め

る日|」で会員証を発行 したのもこの時である。

また、その月に当クラブがJARLの登録クラブ (7
-1-3)と して再加入した。更には今まで廃刊にな
っていたQUAを発刊しようという声がかかり昭和45
年 2月 20日 付で,刊第 1号を発行 している。

JA7DSO志 摩 茂 郎

当時クラブの悩みの種は会員の増加が、すこぶる悪

く、このヽんで会員の増強と、クラブの活動の活発化

を目的にJARL第 1回養成課程講習会を行なった。
その結果クラブ員の急激な増加となった。 翌年にも第
2回 目を行なっている。

会員の増加に伴い、]1和 46年 2月 28日 付で事務局、

技術指導係、調査監査係、コンテスト係等の新組織を

つくった。その中でも特にめざましい活躍をしたのは

コンテスト係である。その活動にタイアップしたよう

に5月 3日 のミーティング席上で各種コンテス トで入

賞者に楯と賞状を授与することに決定した。その結果

6月 1日 当クラブはオール東北コンテストで、みごと

第 3社の栄誉を得た。更に翌年も第 3位 に入賞し、石

巻
'マ
チュア無線クラブの名を天下に示 した.

また、個人的には、 JA7KEが 6月 20日 に第 1回
石巻アマチュア無1,泉 クラブ賞を受けた。

会員も 70名の大世帯になるにつれてレク|,ューション

活動を考えてはという話がもちあがり、 12月 2日 第

1回石巻アマチュア無線クラブ員対抗のボーリング人

会を実施し、定例化を計ることにした。これも毎回参

力「者が多 好ヽ評を持 した。

昭和 47年 1月 15日 通常総会においてクラブ内の紅

級を強固にするために副会長のポストを設け、事務局

長と兼務とし事務局を主体に各係を委員会に昇格さ■、

委員長に理事があたることにし、あわせて、地区連絡

委員会制度も新設 した.

2月 20日 には、当クラブ初の学術講演会を開催し、

譜師に東」L大学工学部助教授、松村和人氏CAIBSH)

を招 tヽで「アンテナのマッチングとフィーダ」と題 し

て、約 1時間半のお話を頂いた。

さて、会員相互の浸睦が密になるにつれて、行事に

活発化の動きが出てきた。そこで 4月 23日 当クラブ

初の見学を実施した。 JA7NCU、 JA7NCTのご好
意により大型バスをチャーターし、 27名の会点が栞

車 して、宮城県水産試験場無線局と東北電波監理局監

視部を見学し、そのまま足を伸ばし旭|||で盛大にお花
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を行なった。

更に7月 30日 には会貞待望の第 1回 FOx′ ンヽティ

ングを市内の山を中心にFBな YLの FOXを得て実施
した。会員の参加人数も 22名を数え非常な盛り上り

を見せた。 8月 20日 には JA7MSAの ご好意により
日代島沖で トローリングを実施し、大公望の良き」曰

となった。また、 10月 1日 には、古川 クラブと親善

ボーリング大会を行い、両クラブの絆を深めることが

できた。

昭和 48年 3月 17日 、待望の当クラブの旗が誕生 し

ついで 5月 17日 には同 じくペナントがつくられクラ

ブ内の様相を―新 した。 5月 20日 、 JA7YBIの し打
局 10周年の記念式典を行なった。 式興の内容は、午
前中に第 2回 FOX′ ンヽティングを実施 し、午後か ら

は、会長挨拶の後、午前中行なわれた FOx′ ンヽティ
ングならびに石巻アマチュア無線クラブ賞そして JA
7 DSOの UHF帯 の交信言己録樹立に対する表彰式を「r
なった。ついで JA7 AU前会長のあいさつがあり、
その後本日の講師である当クラブの調査監査委員長の

JA7 KYが、TVI対策について約 1時間上にわたる

泄演を行なった。

10月 21日 、当クラブ初のIに画教室 (レ ーザー浙し

い光、半導体)を実施し、学習意欲を喚起した。

昭和 50年 5月 19日 、会員の健康増法のひとつとし

て、第 1回 ソフトボール大会を実施 し、OMも YMも
汗を流して奮斗した。 9月 1日 、JARLの 登録クラブ

の番号が (06-1-1)に 変更になり、県下では地域ク
ラブの トップになった。

昭和 52年 1月 9日 、 通常総会において、永年事務
局担当者 (JA7DsO)と 水年会員 (JA 7AEK、 JA
7AMB、 IA 7 DSO)に 表形状が贈呈された。

昭和 54年 1月 14口 、通●総会において、水年会員

(JA7AEM)に 表彰状が贈皇された。
昭和 56年 6月 14日 、八木、宇田アンテナ石巻湾実

験 50周 年を記念 して発祥の地である金華山へ移動し、

全国の多数のアマチュア無線家と交信 し、 JR7 HFB
のデザインによるQSLを送った。 9月 20日 第 1回市
内モービル′ヽンテングを行い、会員以外の局の参加も

得て、盛況裡に終了した。

昭和 57年 1月 10日 、通常総会において、水年会員

(JA7APU、  JA7 MSA、 JA7MTI、 JA7MWO、
JA7 MYX、 JA7QWF、 JA7TCO)に 表彰状が贈

呈された。 4月 4日 、 JA7 DSOを 講師に招いて第 1

回技術講習会を実施し、参力「者も多く大変好評を博 し

た。

昭和 58年 3月 13日 、石巻公民館第 2教養室を会場
にして、UTv-12oO BⅡの組立証習会を実施 し、 9

名の参刀1を碍て無事終了した。きっと今年から石巻の

空も、 12 GHzの波で賑わうことであろう。 4月 1ロ

石巻市に市詢か施行されて今年で丁度 50年 になるの

を記念し、公開記念QSOを行った。 JA 7 YBIが 5月
18日 で開月 20周 年にな‐,たのを記念し、当クラブで

は、石巻市長青木和夫氏が発行する「石巻市制施行50

周年記念颯 アヮード)と 記念OSL(カ ード)」 を企画
し、■在発行している。このことについては JARL、

NEWS等 公報機関で周知徹底ずみである。現在まで
に、アヮードは 9o枚以.Lも 発行され、評判も上々で、

大変喜んでいる。 5月 29日 、 JA 7YBIの 開局 20月

年記念式典と祝賀会を実施 した。式典は初めに会長の

挨拶があり、来賓として石巻市長青木和夫氏の祝辞に

始まり、ついで東北地方不部長小田島一郎氏、宮城県

支部長佐賀俊時氏の初辞も頂いた。また、当クラブに

水午 T」績があった方々に表形状が、貢献した方々に感

謝状が贈皇された。その後前会長のJA7AU吉 村′t貞
二氏が「アマチュア無線を中心とした 電波行政の現

状」と題して、記念設演を行い幕を終した。その後祝

賀会に移り、古き長き時rヽを懐かしみ、未来に展望を

馳せなから盛大に懇親会を終 Fし た。

来る9月 15日 には、宮城県支部大会が当クラプ ロ

当で実施されることになっている。なお、 9月 14日 に

は、前夜祭を計画中であり、県内の′ヽムが一同に石巻

市伊原淳旅館に会し、大いに大会の雰囲気を盛り上げ

てもらいたいと心から念願している.

″
集まろう 我が郷土ヘ

広げよう 電波の語 らいを

夢開こう
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1.支部大会のご案内

昭和 58年の JARL官城県支部大会を次の日程で

開催いたしますので、会員の皆様の多数のご参加を

お願いいたします。

口時 :9月 15日 (木) 10:00～ 12:00

受付 09:Oo～

場所 :伊原津旅館 (石巻市湊伊原滓 183)

雹』: 0225-95 -8851

内容 :―「務会計報告、表彰、

映画、その他

モービル案内 :石巻アマチュア無線クラブ (JA
7YBI)、 他協力局にて案内.

145 32 MHz、  43304 MHz(FM)
その他 :来場会員に記念品贈呈

2.業部大会前夜祭のご案内
JARL宮城県支部大会の前夜祭を次の日程で実
施いたしますので会員の皆揆の多数のご参加をお願

いいたします。

日時 19月 14日 (水) 18:00～ 20:30

受● 17:00～

場所 :伊原津旅館 (大駐車場完備、バスをご利用

の方は、渡波～女川線、伊原津にて下車

徒歩 5分 )

宿泊 :1泊 2食付 1人 ¥8.500-(前夜祭参加費
を含む)、 なお、 12才未満の子供は1人

5,900-、 ご家族で個室を希望される方

はその旨を明記のこと。

前夜祭 :参加費 1人 ¥4.500‐ 宿泊しないで前夜

祭のみに参加の場合)

申込み方法 :11,前夜祭のみ参加.

12)宿泊を伴う前夜祭参加。

11'又は、12)の 区別を明記 して、必ず′ヽガ

キにて、下記の要項で申込んで下さい.

※料金は当口お支払い下さい。

-4-
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|イ )申込み者氏名 (個人 )、 又は申込み責
任者氏名 (団体 )、 コールサイン、住所、

電話番号

(口 1 宿泊予約の内容 (大入、子供の人数、
.L別 、個室希望等の泊無)

(′  ヽ到着予定時刻
(→ 交量手ユ (バス、又は、自家用童等)

申込み先 :〒 986石巻市渡波字新沼 344

雁 部 正 男 (JA7QWI)宛
申込み締‐ 昭和 58村 9月 0日 (必青)
モービル案内 :石巻アマチュア無線クラブ (JA
7 YBI)、 他協力局 14532 MHz、

43304 MHz(FM)
X詳細は、実行委員会総務部 (0225-93-4377

志摩)又は官城県支部 (0222-52-5255佐 賀)
まで問い合わせて下さい。

3.第 2回富城県「ハムの集い」のご案内
JARL宮城県支部では、石巻アマチュア無線クラ
ブ、′略 スクラブ多数の協力を得て、第 2回「′ヽム

の集い」一石巻フェスティ′ヾルーを実施いたします

ので、会員の皆様のご参加をお願いいたします。

0ご家族ずれのご参加を歓迎いたします0

同時 :9月 15日 (木 )

場所 :伊原津旅館前

内容 :11,ウ ォーキングFM′ ンヽティング

(2)|｀ も煮会

131宝 さがし

(41石 巻市魚市場見学会

(特売コーナーあり)

その他 :参加費無料

入賞者にはすばらしい賞品を差し上げま

す。

******* 会場案内図 10ベージに掲載 しております *******



J.A.R.L.宮 城県支部大会

日
　
場
　
　
　
次

I寺  昭和 58年 9月 15日 (木・敬老の日)午 前 10時開会

所  ,原 津 旅 鉗      loヽ ●ヽ

石巻市湊伊原津 183           
マ

第  (1)'」 会 の ことば

12)支部長あいさつ
1■ヽttl
R l

13)来 賓 あい さつ  JA,L専 務理事  JARL東 北本部長

14,表 彰 状 贈 皇

(5, 昭和 57年度事業・会計報告

(61 昭和 58年度草暑 会計計画案

171 昼  食 (記念写真の撮影)

→‐1←

昭和 57年度 事 業 報 告 昭和 58年度 事 業 計 画

57  5 30

6 12～ 13

718

9 80

10 24

11 14

58  1 15～ 16

2 13

321

電波の日記念公開運用

菱成課程オリエンティーション実施

官城通信訓練コンテスト

宮城県登録クラブ代表者会議

宮城県支部報第 8号発行

57年度官城県支部大会

12及 24 GHz トランス′ヾ_タ ー

組立講習会

オール宮城コンテス ト

宮城県登録クラブ代表者会議

国試直前CW請習会

58 611～ 12官城通信訓練コンテスト

7 3   宮城県登録クラブ代表者会議

820   官城県支部報発行

915   宮城県支部大会

59 115～ 16 オール官城コンテス |・

212   クラブ代表者会議

212   新春ボーリング大会 イ山台市にて

3 21   CW国 試直前講習会 仙台市にて

毎月第 4月 曜日 支部役員会

QSP QSP QSP QSP QSP QSP QSP QSP QSP QSP QSP QSP QSP QSP OSP QSP QSP QSP QSP QSP QSP

昭和 59年度宮城県支部大会は、蔵エ クラプの協力により、仙南地区で開催の予定です。

QSP OSP QSP QSP ()SP QSP QSP QSP QSP QSP QSP QSP QSP QSP QSP oSP QSP QSP QSP QSP QSP
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項 日 決算報 告 57331現在 昭和 58年 度 予算

収

入

前 年 度 操 越

支   

“

   費
賞 典 収 入

雑   収   入

( 31,864 ) (s)
823,000

73,680

(10● 167)(円 )
887.000
5.000

計 896,680 892,000

支

出

支 部 大 会 費
ヽ    ■奎    コ,

'ヽ
  崚   具
催   物   費
渉   外   資
通   イ言   費
交   通   費
消 耗 品 費

支 部 報 発 行 費

事 務 印 刷 責
コ ン テ ス ト 費

賞   .興    費
非 常 通 信 費

雑       費

292.810
158.815
240.950

4.860

592
73.430
32.220
15.800
3.520

1,380

824.377

270,000
170.000
240,000
10,000
10,000
5.000

2.000

225.000
5,000

40.000
5.000

14.167

計 996.167

次 期 操 越 104,167

昭和 57年度予算収・支報告および昭和 58年度予算案
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昭和 58年度 JARL宮 城県支部登録クラブー覧表
登録番号 ク ラ ブ 名 称 クラブ局コール

(]6-1- 1 石  巻  ク  ラ  ブ JA 7YBI

06-1- 2 気  イ山 沼  ク ラ ブ JA 7ZRY

06-1- 3 古  '||  ク  ラ  ブ JA 7YZO

06-1- 4 仙  台  ク  ラ  ブ JA 7YDM

06-1- 5 塩  釜  ク  ラ  ブ JA 7 ZHU

06‐ 1‐  6 く り こ ま ク ラ ブ JA 7ZVS

06-1- 7 名  取  ク  ラ  ブ JA 7 YTNI

06-1- 8 蔵  エ  ク  ラ  ブ JA 7ZXT

06-1- 9 登   米   ク   ラ   フ JA 7ZYK
|]6-1-10 岩  沼  ク  ラ  ブ JA 7YOR

06‐ 1-11 旦  理  ク  ラ  ブ JA 7YZR

06-1-12 奥  州  ク  ラ  ブ JH 7YAW

Oo‐ 1-13 白  石  ク  ラ  ブ JA 7 YWE

」6-1-14 泉   ク ラ   ブ

o(|,‐ 2- 1 東   北   大   学
Ａ

Ｈ

Ｙ

Ｙ
AA
AA

06-2- 2 東

仙

」ヒ 学 院 大 学

台 1乃

JA 7YGX

01,-2- 3 JA 7YDX

06-2- 4 東 北 工 業 大 学

06‐ 2‐  5 東 北 学 比 大 学 工 学 部

06-2- 6 仙 台 電 波 高 専
Ａ

Ｈ

Ｙ

Ｙ

０

Ｐヽ

Ｃ

Ａ

06-2- 7 仙 台 三 高 JA7YIL
06-2- 9 東北工業大学電子工業高校 JA 7YGU

06-2-10 角   口  高   校 JA 7YKI

06-3-  1 仙 台 電 気 工 事 局 JH 7YlA

06-3- 3 ') 1- ?r'i.J a t'r,, JA 7YQN
06-4- 1 N J D X C
06-4- 2 宮城アマチュア無線クラブ JH 7YRL

06‐ 4- 5 ぬ ど |ヽ も ク ラ ブ

06-4- 6 I E C ク ラ ブ JA 7zRF

06‐ 4‐  7 ブルースカイ仙台クラブ JA 7ZVJ

06-4- 8 宮城 メデ ィカル クラブ JH 7YFB

06‐ 4- 9 官城県アヮー ドハンターズ JH 7 2FP

JH 7 YLO06-4-10 南 十 字 星 ′ヽ ム ク ラ ブ
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支 部 登 録 ク ラ ブ 特 集

06-1-4仙台アマ
'ュ
ア無線クラブ

仙台アマチュア無線クラブ

創立 30周年記念によせて

会長 二 瓶 隆 雄
今年は、「召和 28年に仙台アマチュア無線 クラブか

誕牛しまして、ちょうど30周 年の記念の年にあたり

ます。この 30年 という長さは一世代にあたる入変重

要な区切りであると考えまして、この度、 JA70Pさ
んを中心として、 30月 年を祝う会の準備委員会が発

足いたしました。

■在のクラブ員はもとより、かつての会員の方々に

とりましても青春 (あ るいは■年)の一I寺期を仙台ク

ラブの一員としてアマチュア無線に親しんだというこ

とは、我々の歴史、として何かを残しているのではな

いかと考えます。

この 30周年の記念すべき年にあたり、 クラブ発足
以来の歩みをふりかえりつつ、クラブにかかわりあっ

た人々が,び―同に集い、アマチュア無線についてた

のしく語り合い旧交をあたためあい、そしてOM諸氏
とのアイボールQSO等 大変意表深いことと存します。

JA 7YYV

06-1-5塩釜クラブ
会長 小 りli t ニ

塩釜クラブは公年で創立 26年 目を迎えました。 一

口に 26年 と言っても様々な変暮を猛てきましたが、

創立当初は無線に興味のあるものは誰もが、 リグを作
ることから始まり部品の調達や rlり かた、調整の方法

等の横のつながりが自然発生的にクラプの創設に結び

ついたと言えましょう。

昨今は,ヽ ムの世界もだいぶ様変りして ,グも半導体

化、コンピューター化され小型に複雑化するに伴―,て、

素人無線家に白作出来る分野は非常に少なくなりまし

たが当クラブにはそれでも、尚自作派′ヽムが多数おり

自作 SSBト ランソーバーで立派にON、 THE、 AIR

していますし、ANTに 至っては、各局ほとんどが自

作と言っても良いくらい創意工夫、自作派′ヽムの多い

のはやはり塩.=ク ラブ制立以来の伝統と言えましょう。

地域的には塩釜は松島湾内の離島が多数、行政区域に



入っているため、 この離島からON、 THE、 AIRす
る機会が多いのも、クラブならではの特この一つ 0す。

昨年は創立 25周 年を記念 して野生のタスキで有名な

馬放島 (無人島)で フィール ドミーティングを行い、タ

スキ汁ならぬ手なべをつつきながら公開運用を行い、

多数の局に離島サービスしました。

又、技術的な請習会も、一時低調でしたが最近再び

活発化してきました。クラブ員の職業を生かしたもの

例えば電 職々員による電話の変こと今後の方向とが、

各種アンテナの野外実験等内容も非常に充実したもの

になって来ました。塩釜クラブは、もともと自然発生

的に誕生したクラブなので、クラブ員の割睦を大tlに

して、 1_域 とのマ ′テングに務めながら、技術の向上

と後輩の指導にあたる事を基本にして来ましたが、今

後もこの方向に沿 ,́て、楽しい地域クラブに育て 行ゝ

こうと、クラブ員―同はつきっているところです。

-8-

コンテスト、フィール ドディーコンテストヘの参加、

又、無線技士である事も忘れない様に、組立て講習会

を行なっています。

毎朝、「おはよう08」 と名打って、 145、 08 MHz

で、声を出し合っています。ある人は、通勤途中で、

又、ある人は仕事を初める前に、等多種多様ですが、

これがないと一日が始ま ,́た気持ちになれないと言う

人もいるくらいです。

グランドミーティングは、毎月第二土曜日に行ない

各局の規睦をよリー層深めています。

クラブ員それぞれローカ,レ ラグチューに、DXに、
アワー ドンヽ ントに、又、アンテナ・各機器の自作、調

肇等に忙 しくかけめぐっていますが、 4イ 日ヽ会長であ

るJH71■Hと 会員各局が一致同結 して、アマチュア
無線の発展の為に取り組もうとしています。 しかし、
地域クラブとして謀せ られた問題がまだまだあると思

います。各局の御協力と御支援をお願い致します。

06-1-12 奥列'Iク ラブ支部報
会長 横 地 郁 夫

当クラブは、人崎平野の真中に位置し、lllも少なく

非常にロケーションに恵まれた所を中心として活動し

ています。

私たちが奥州クラブと名付けて、早や10年になろう

としています。また、当クラプのクラブ局 (JH7YAW)

を開局 して、この秋で 5周年をむかえます。

活動としては、コンテスト参加を中心に運営 してお

ります。特にフィル ドデーコンテストには、毎年参加

しておりますが、今年は、しほ局 5月年ということで、

例年よりも良い結果が得られる様、クラブ員―同、カ

を入れて,ヽます。

コンテスト以外には、どこのクラブも同じでしょう

が、お花見、キ煮会、ボーリング大会、忘年会などが

年間の行事として予定されています。中でも、奥州ク

ラブ(O.Hc.)名 物としては焼内′ヾ―ティーがありま
す。

これは、 ミーティングの会場となるJA7LX宅 をお
借りしてのこととなるのですが、 3人集まればただち

にマ■ストープに火をともし、パーティーの始まりと

なります。皆が集まるころには火かげんも調度よく、

鮨肉をはおばりつつの ミーティングが、年に数回、和

気合いあいのうちに開かれています。これがクラブ員

06-1-6く りこまクラブ

JA71RA 菅 原  徹
西には、宮城、岩手、秋田三県にまたがる栗駒山が

雄娑を観せています。又、東には、白鳥の飛来で有名

な伊豆沼があります。この自然美豊かな栗駒国定公園

の内に、当くりこまクラブ (JA7ZVS)が あります。
昭和43年、 JA7TIを 会長に栗原部内―円を対象
に発足 しました。現在、東原部内はもとより、■造郡、

登米郡の一―部の局も入会 しており、会員数は 72名 に

なっております。

近年における大きな行事としては、昭和 55年に電
話級養成課程請習会が行なわれました。この年に、栗

原郡の′ヽム人Elが一挙に増加し、当クラブの会員数も

100名を越 しました。そして、昭和 56年に第一回官

城県′ヽムの集いが、栗駒町の・いこいの村・ で行なわ

れました。当クラブ員をはじめ、.各 クラブの皆様にも

御協力を戴き、盛大に行なわれた事にクラブ員―同感

激 し、その時の熱意を絶やさず、道進しよっと誓い、

今日に至っています。又、今年は、クラブ創立 15月

年を迎え、 ・くりこまアヮー ド″を発行 しています。
詳細は、支都報ヽ 、モービル′ヽム 7号 .CQ誌 8月
号を御覧下さい。

年間の行事としましては、 1月 の通常総会を皮切り

に、サクランボ狩 り、芋煮会等、家族 ぐるみで楽 しめ

る行事から、無線通信士の腕を磨 く為に宮城通信訓練



の団結心と、スタミナの源

になっているというウワサ

も………。

皆さんも、お′ヽンとお皿を

持ってぜひお出かけ下さい。

お待ちしております。

S 58 7 28

QSP OSP QSP QSP QSP QSP QSP QSP QSP QSP QSP

OSPコ ー ナ ー

● 泉 40ア ワード～泉市長賞

く発行者> 泉市長
く条 件> 泉市内から運用されたア‐テュア局と交
信し、次の条件にしたがい 10枚 のQSLを得る 0昭
和 58年 1月 1日 以降の交信から有効 ②同一局との
交信は同一′ヾント1日 に限り有効 0周波数、電波型

式、空中線電力は各局に計された範囲とし、クロスバ

ンドは認めない 0移動局でも移動先が明記されてい
る場合に限り有効、陸上、海上、上空を移動中の局と

の交信は認めない o申請者の交信は同一地点からの
交信に限る O SWL部 門にもアワードを発行する
く特 =己> 特定の周波数または電波型式によリアワ
ー ド発行条件を満たした中請については中請者の中し

出により特記する

く特別賞> 前記のルールにしたがって取得したQ SL
の中に YL局 またはクラ7局 との交信で得たQSLが
1枚以上合まれている場合、申請があればアワー ドに

添えて泉 10ア ワード特別賞として楯を実質で発行する

く申計方法> CCR+500円 (■金または無記名定額
小為替)一 自局のQSLl枚 ①申請書は JARL様 式に
よる 0証 明はライセンス局 2名 によるものとし、証
明が得られない場合は QSLを 提出すること。ただし
この場合は書留返信料を必要とする ◎泉10ア ワード
特別賞を申請する場合は、アワー ド中請書左 L部 に特

別賞希望として朱書し、特別賞中請手数料

“

送料を

合む実費)と し3000円 軌 今または無記名定額小為

替)を別に必要とする。

く中請先> 〒981-31 泉市七北田字三本松 1
泉市役所内 泉クラブ事務所

(泉クラブ 06-1-14)

‐

⌒

)\An--J'
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◆石巻市制施行50周年記念賞

く発行者> 石巻市長・青木和夫
く条 件> 石巻市内から運用するアマ局と交信し50
枚のQ SL(市制 50周年記念QSLを 1枚合む)を取
得する

く申請方法> CCR+自 局のQSLl枚 十取得記念
QSLl枚 +500円 (無記名定額小為替か現金書酌
く中請先> 〒 986官城県石巻市門脇町 5-7-5
石巻アマ無線クラブ事務局 志摩茂F「 (JA7DSO)
く参考事項> 0申請者の運用地点は同一地点からの
交信とする o同一局との交信は周波数、電波型式が
異なっても1局 とする。O運用は各局に■許された銅

囲としクロスバンドによる交信は認めな|｀  ④移動局
でも移動先が明記されている場合に限り有効とし、移

動中の局との交信は認めな0ヽ 0市外局でもクラブ会
員の証明がある場合は市内局とみなす OCCRは
JARLの アワード申計書に準する 0特 記はFな わ
な,ヽ OQSLは 昭和 27年 7月 29日 以降のものを有
効とし、 JARL正員 2名 の証明を必要とし、証明か得
られない場合は全 Q SLを提出する (ただし返信用書

留送料分の切手を同封する) 0ク ラブ局との交信は
QSL,ス トにOP名を記入する 0中請期間 は昭和
58年 4月 1日 ～12月 31日 m有 )と し、必ず郵送す
る

く協 力> JARL石巻アマチュア無線クラブ
(JA7YBI)

(石巻アマチュア無線クラフ 06-1-1)

● くりこまクラブ創立 15周年記念アワード

く発  」> JARLく りこまクラブ (JA7ZVS)
くアワード> 国定公園栞駒山 (1628m)を背景に栗
原郡内を形どった地図に10カ 町村を名記したA4判

<ル ール> 栗原郡の10カ 町村と交信じ次の条件に従
|ヽ lo枚のQSLを得る O栗原部内の固定局 (常置場
所)と交信し10カ 町村からQSLカ ードを 1枚ずつ=
る 0各 ||1村のカードの中にはくりこまクラブ員のカ
ード3枚以上合むこと。ただしクラブ員の有無はQSL
にクラブ会員の認印の証明がある O JA7ZVSの ク
ラブ局のQSLカ ードはいずれかの 1カ 町村のみにイヽ

用できる 0周 波数、電波型式、空中線電力は各局に

計された範囲としクロスバンドは認めない 5昭和

“年 6月 1日 以降の交信から有効とする 015周年記念



アワードにつき限定発行とする

く中請方法> ①取得QSL+300P](送料)現金もし
くは 60円切手 ②申請書はJARL様式に準ずる
※QSLカ ードは賞状と一緒にお返しします

<中請先> 〒987-22官城県束原郡築館郵便局
私書箭 8号 くりこまクラブ
(く りこまクラブ 01-1-6)

支部大会及び第 2回宮城県「ハムの集い」会場案内図
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わか国初のアマチユア衛星
打上げ“募金にご協力を"

「
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1.募金目標頷 総額 2億円

2.寄付の種別

個人 一in.0∞ 円 なるべく三日以上のご協力をお
願いいたします.

法人 一口1∞ .000円 なるべく多数日のご協力をお
願いいたします.

3.払 込 方 法

おすすめする方法には.郵便振春と銀F振込の 2つ
力.■ ざいますが.な るべ〈郵使振春にてお願いいた
します .

(郵使振き

'最
寄 ',の郵便局でお払い込みください.

(お名前には必ずコールサインをイ寸してください ,
・郵使振春警

= 
東京8-33491

日座名 JARl.ア マチュア衛i募金係
〔銀
`'振

,｀ )お取」|ユ●を通して次の銀行日座にお振
1)込みくださぃ.(ぉ 名前には必すコールサインを付

してください)

・三菱銀行駒込支店 普通猥金 番号4503164
口座名 JARLアマチュア衛星

=金・三和銀イ予巣情支店 普通猥全 番号144731
日座名 JAR Lア マチュア衛星,金
(その他〕現金書官または通常場 嗜 留郵頂)でお
送 1)く ださっても拮構です.

いずれの場合も.金額.お 名前. コールサインを明
記してください.

4.寄付申込の期間

昭オ159年 3月 31日 まで.

5お こ とわ り
受取 1'ま した寄付金については,月 末に柿め切り.全
額・コールサイン・ご方名を翌々月号の JARL NE
WS誌■に掲載することにより領収,1の 発Fに 代ぇ
させていたたきますので. ご了承ください.

(連絡先)7170東京都豊島区巣鴨 lT日 14番 5号 第二松田ビル
'F JAIア

マチュア衛星華全委員会 電話 o3-915-3019
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